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中国には「冬吃萝卜夏吃姜、不劳医生开药方」言葉があり
冬に大根（萝卜）、夏に生姜を食べる（吃）と、医者の手を煩わせることはないという意味です

暑いからと、冷たいものを摂り過ぎてしまいがちになるこの時季
偏り過ぎたな、って時はバランスを取りながら、健やかな夏を。（ゆらね 三木哲哉）

　
　　ゆらねの主な予定

　　6/16（土）出張推拿＠マルシェノグチさん（京都二条）
　　6/16（土）サンドイッチ伯爵会（カード会）
　　6/17（日）出張推拿＆占い＠里の駅大原
　　6/25（月）酒×占＠おさけカフェpetit*petitさん（御幸町通）
　　7/14（土）暦とカラダのお話会（交野市）
　
　　興味のあるイベントがあったら、お氣軽にご参加ください
　　詳しくは http://www.yurane-seitai.com/
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　　　　マルシェdeマルシェ vol10
　　　　初夏の野菜を愛でる夜会

　　　　日時：6月16日（土）18：00～21：00
　　　　場所：マルシェノグチさん（京都二条）

　　　　腕利きの料理人さんが、初夏のお野菜を
　　　　縁日メニューでおもてなし☆彡
　　　　お昼から17時までは推拿してます～
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　　【文・編集】　ゆらね推拿担当 三木哲哉

　　陰陽五行の自然観を学びながら、
　　整体や養生のことをお伝えしています。
　　出張施術・講座などお氣軽にお声掛けください。
　　tetsuya.miki@yurane-seitai.com

　　【新聞連載】　「ちいさないきもの」担当　mu-ran

　　中医学の考えをベースに日々楽しく暮らしています。
　　家スイナ、移動スイナ、夜スイナは現在育児休業中ですが、
　　臨機応変に対応致します。
 
　　tel 09096113230  mail　ikumi-n.13@ezweb.ne.jp
　　twitter　＠mimiosumaseva

　　　★　旧暦5/5の雨で、美肌液作り

　　推拿で夏は「長」の季節といって
　　万物のエネルギーが長け（武・猛・剛・竹）てきます。

　　古来、旧暦5/5（端午の節句）は、植物の成長が
　　旺盛（午は極陽）で薬効が高い日（薬日）とされ
　　薬草摘み（薬狩り）が行われていました。

　　また旧暦5/5に降る雨のことを「薬降る」といい
　　その雨が竹の節に溜まったものを「神水」と呼び
　　その水で製薬したり、薬を服用する際に用いたそうで。

　　また興味深いのはその「神水」は「美肌液」として
　　様々な皮膚トラブルに効果があったとも。

　　竹の薬効をみると、咳や痰などを鎮めるといった
　　呼吸器のケア（推拿で肺は皮膚を司る場所）や
　　熱を冷ますといった言葉が並びます。

　　竹や午のエネルギーは「火」
　　肺（皮膚）は「金」という相克の関係でもありますし。

　　そういえば、竹から生まれた姫は、たいそう美しく
　　五人の若者から口説かれてましたもんね。

　　今年の旧暦5/5は、6/18（月）です。　 （三）


